
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年11月5日、香川県の養鶏場にて高病原性鳥インフルエンザが発生して以来、国内で発生

が相次ぎ、過去最大の被害が出ています。これまで全国で５０例、約９７５万羽（令和３年２月１６

日現在）の家きんが殺処分されました。現在、疫学調査等がされておりますが、家畜伝染病の発生リ

スクを抑えるためには、飼養衛生管理基準の遵守が重要になります。 

家畜の飼養者の皆様におかれましては、日々の多忙な業務の中、基準を遵守するためご尽力いただい

ているかと思いますが、今一度、農場の飼養管理について再点検をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 農場数 殺処分羽数 都道府県名 

平成１５（2003）年度 ４農場 約２７万羽 山口県、大分県、京都府 

平成１８（2006）年度 ４農場 約１７万羽 宮崎県、岡山県 

平成２２（2010）年度 ２４農場 約１８３万羽 
島根県、宮崎県、愛知県、鹿児島県、大分県、和歌山

県、奈良県、三重県、千葉県 

平成２６（2014）年度 ６農場 約３８万羽 熊本県、宮崎県、山口県、岡山県、佐賀県 

平成２８（2016）年度 １２農場 約１６５.9万羽 
青森県、新潟県、北海道、宮崎県、熊本県、岐阜県、

佐賀県、宮城県、千葉県 

平成２９（2017）年度 １農場 約９.1万羽 香川県 

令和２（2020）年度 ５０農場 約９７５万羽 

香川県、福岡県、兵庫県、宮崎県、奈良県、広島県、

大分県、和歌山県、岡山県、滋賀県、高知県、徳島県、

千葉県、岐阜県、鹿児島県、富山県、茨城県 
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国内の高病原性鳥インフルエンザの発生状況 

【令和３年２月１６日現在】 
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 家畜伝染病を農場にまん延させない対策として、①訪

問者や野生動物から病原体を農場に持ち込ませない、②

農場主自身が病原体を農場に持ち込まない、③農場（畜

舎）内を定期的に洗浄・消毒をしてキレイにすることが

大切です。そこで農場内に病原体を侵入させない対策の

１つとして、農場に許可なく立ち入ることを制限するこ

とが挙げられます。そして訪問者に対しては手指の消毒

や長靴の洗浄・消毒を励行することも重要になります。

これらの侵入防止対策を効果的に実施するために、農場

や畜舎の出入り口に看板を設置し、訪問者に遵守しても

らうような工夫も必要になります。なお、農場主自身が

率先して洗浄などのルールを守ることにより、衛生レベ

ルがさらに向上します。 

益田家保ではサンプルとして、『立入禁止』、『手指消毒』、『長靴の洗浄・消毒』の看板（ラミネート

加工済み）を作成しています。ご希望の方は、当所までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 飼養している家畜を家畜伝染病への感染リスクを軽減するために、家畜伝染病予防法において飼養

衛生管理基準が定められています。この管理基準の遵守は家畜を飼養されている方の義務であり、怠

った場合は罰則規定（１００万円以下の罰金）もあります。また、家畜伝染病が自農場で発生した際

の手当金が減額される場合もあります。 

昨今、豚熱（CSF）や高病原性鳥インフルエンザなどの家畜伝染病が国内で発生が続いており、令

和２年６月の家畜伝染病予防法の一部改正に伴い、家畜の飼養者には令和４年２月までに自農場の状

況に即した飼養衛生管理マニュアルの作成（農場へ入退場する際のルールや野生動物の侵入防止対策

のルールなど）が義務付けられました。マニュアル作成の詳細については、当所までお問い合わせく

ださい。 

 

（２） 

『立入禁止』看板の一例 

『手指消毒』・『長靴洗浄・消毒』看板の一例【畜舎入口用】 



 

 農林水産省のHPより 

（３） 



 

 

ヨーネ病の清浄性を確認するため、家畜伝染病予防法第５条に基づき５年に１回以上の検査を実施

しています。令和３年度の益田家保管内の検査対象地区は、『益田市（美都・匹見・種地区を除く）【肉

用牛】』になります。具体的なスケジュールに関しては、新年度になってから農家のみな様及び関係機

関にはお知らせしますので、ご協力をよろしくお願いします。なお、検査方法は血液検査であり、検

査費用は１頭につき８００円になります。ご不明な点がありましたら、当所までお問い合わせくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家のみな様におかれましては、日頃から下痢、肺炎、感染症などから家畜を守るため、飼養管理

に取り組んでいることかと思います。その中でワクチン接種も様々な病気から家畜を守る重要な役割

をしています。ワクチンには、たくさんの種類があり、接種の対象年齢や時期など複雑であり、ワク

チンの接種時期・方法などを誤ると、十分な免疫が期待できない場合もあります。毎月の繁殖巡回（肉

用牛繁殖雌牛）などを有効活用し、診療獣医師（担当医）と相談の上、効率的、効果的なワクチン接

種に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施年度 検査対象地区 

令和３年度（2021年度） 益田市【肉用牛】 

令和４年度（2022年度） 益田市（美都・匹見・種地区）【肉用牛】 

令和５年度（2023年度） 津和野町 

令和６年度（2024年度） 吉賀町 

令和７年度（2025年度） 益田市【乳用牛】 

◎異常産不活化ワクチン 

 

毎春の接種が推奨 

（４～６月） 

未経産牛 

経産牛 

４月 ６月 ヌカカなどの発生時期 

◎消化器病のワクチン 

   （牛下痢５種ワクチン） 

未経産牛 

0.5ヵ月前 

1.5ヵ月前 0.5ヵ月前 

分娩予定日 

経産牛 

分娩ごとの接種が推奨 

（分娩前0.5～1.5ヵ月前） 

主なワクチンの接種プログラム例 

（４） 

編集後記 

だんだんと暖かい日も増え、春めいてきました。私は花粉症の症状が日に日にひどくなることで、春の到来を感じます。 

さて、本年度は新型コロナウイルスにより、営業自粛や移動自粛などにより、普段の生活にも不便な一年でした。みな

様におかれましては、引き続き、体調を崩さないようにお体に気をつけてお過ごしください。 （小林） 


